
皆さ～ん、お疲れさまでした。ハイポーズ

5月28日、ＪＡ女性部のすずらんグループ１０名により、昨年設けました本所事務所前の花壇に

今年は６種類１５０株の花苗を植えて頂きました。当日は天気も良く皆さん汗ばむほどでした。普

段の手慣れた作業で花苗を手際よく植え作業を終えることができました。また今回は、枝幸・歌登

地区の小中学校にプランターに植えた花苗を配り町内環境美化活動も積極的に行いました。

これから秋まで見事な花が鑑賞できますので、組合員の皆様も是非ご覧に来てください。

すずらんグループの皆様、お忙しい中ありがとうございました。



令
和
7
年
5
月
23
日
、
枝
幸
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
第
16
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

次
第
に
よ
り
物
故
者
へ
の
黙
祷
か
ら
Ｊ
Ａ
綱
領
、

贈
呈
者
表
彰
に
な
り
、
就
農
後
継
者
と
し
て
藤
山

大
貴
さ
ん
の
名
前
を
読
み
上
げ
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

連
合
会
を
代
表
し
て
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
旭
川

支
所
の
大
矢
支
所
長
よ
り
激
励
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
開
始
に
先
立
ち
、
向
井
地
組
合
長
よ
り
来

賓
の
方
々
に
日
頃
の
お
礼
を
述
べ
た
後
、
酪
農
情

勢
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

組
合
員
の
努
力
と
職
員
の
努
力
に
よ
り
当
期
剰
余

金
２
億
円
前
期
繰
越
と
合
わ
せ
、
２
億
５
千
万
円

の
決
算
と
な
っ
た
事
に
関
係
各
位
、
組
合
員
、
職

員
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
町

か
ら
の
３
千
８
百
万
円
の
支
援
に
も
感
謝
を
述
べ

た
。３

年
間
続
い
た
酪
農
不
況
は
こ
の
先
も
予
測
は

つ
か
な
い
が
、
乳
価
に
関
し
て
は
１
２
５
円
の

プ
ー
ル
乳
価
と
な
り
そ
う
で
、
個
体
販
売
価
格
も

回
復
傾
向
に
あ
り
今
年
か
ら
は
何
と
か
ま
た
日
が

昇
り
始
め
明
る
さ
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
戻

り
つ
つ
あ
る
の
で
は
と
述
べ
た
。

今
年
か
ら
始
ま
る
第
５
次
中
期
５
ヶ
年
経
営
計

画
に
関
し
て
は
、
５
年
間
で
14
戸
の
離
農
等
が

提
出
さ
れ
て
お
り
新
た
な
就
農
件
数
が
追
い
付
か

な
い
状
況
の
中
、
組
合
員
数
が
減
少
し
て
も
、
組

合
の
固
定
費
用
は
減
少
と
は
な
ら
ず
組
合
員
が
経

費
を
負
担
出
来
る
か
が
今
後
重
要
な
課
題
と
な
っ

※

出
席
正
組
合
員
数
１
０
７
名

本
人
出
席
34
名

委
任
状
出
席
15
名

書
面
出
席
58
名

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
部
門
別
収
支
の
営
農
、

乳
牛
改
良
、
Ａ
コ
ー
プ
の
赤
字
３
部
門
を
今
後
ど

の
よ
う
に
対
策
す
る
の
か
が
課
題
と
な
る
こ
と
を

述
べ
た
後
、
現
在
Ａ
コ
ー
プ
の
赤
字
金
額
が
賦
課

金
相
当
額
で
は
賄
い
き
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
地

域
に
根
差
し
た
店
舗
で
あ
り
ま
し
た
が
皆
様
に
理

解
頂
き
な
が
ら
そ
の
役
目
を
終
わ
ら
せ
た
い
考
え

で
い
る
事
を
述
べ
た
。

な
お
、
本
日
は
役
員
改
選
の
議
案
も
あ
る
こ
と

か
ら
慎
重
審
議
賜
り
た
い
と
述
べ
開
会
の
挨
拶
と

し
た
。

続
い
て
、
来
賓
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
来
賓
紹
介

後
、
祝
電
披
露
を
行
い
、
議
案
審
議
に
入
る
前
に

向
井
地
組
合
長
が
仮
議
長
と
な
り
、
議
長
の
選
出

に
仮
議
長
一
任
の
声
の
も
と
、
山
臼
地
区
「
山
岸

也
須
彦
」
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
就
任
挨
拶
後
、
本

日
出
席
正
組
合
員
数
を
報
告
し
、
議
案
に
つ
い
て

は
、
普
通
決
議
８
議
案
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
を
告

げ
第
１
号
議
案
か
ら
審
議
に
入
っ
た
。

８
議
案
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
後
、

報
告
事
項
が
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
山
岸
議
長

よ
り
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
議
長
退
任
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
東
野
ひ
で
き
氏
に
よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
さ
れ
会
場
内
で
視
聴
し
た
。

最
後
組
合
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

ま
ず
山
岸
議
長
に
お
礼
を
述
べ
、
来
賓
の
皆
様

に
も
お
礼
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
本
日
の
議
案

全
て
に
対
し
満
場
一
致
で
承
認
い
た
だ
い
た
組
合

員
の
皆
様
に
お
礼
を
述
べ
た
。

役
員
選
任
議
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
否

あ
る
か
と
思
い
ま
す.

。
し
か
し
役
員
皆
が
１
０

０
％
組
合
員
の
意
見
を
聞
い
て
あ
げ
た
い
の
が
本

音
だ
と
思
う
が
組
織
運
営
を
担
っ
て
る
役
員
は
農

協
運
営
者
と
し
て
守
る
べ
き
も
の
は
守
り
、
聞
き

入
れ
る
べ
き
も
の
は
聞
き
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
事
を
伝
え
、
小
規
模
な
Ｊ
Ａ
で

あ
っ
て
も
役
員
皆
身
を
引
き
締
め
て
健
全
な
農
協

で
あ
る
た
め
の
運
営
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
今
後

減
少
が
余
儀
無
く
さ
れ
る
酪
農
業
の
中
で
、
枝
幸

町
と
昨
年
３
月
に
対
策
室
を
立
ち
上
げ
就
農
希
望

者
を
募
ろ
う
と
全
国
各
地
を
回
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
町
と
供
に
枝
幸
町
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
就

農
に
向
け
て
対
策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
述
べ

た
。
先
ほ
ど
東
野
ひ
で
き
氏
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
見
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
参
議
院
選
挙

で
の
農
業
票
を
見
せ
る
べ
く
政
治
力
に
繋
げ
て
頂

き
た
い
。
温
暖
化
は
、
南
か
ら
上
が
っ
て
お
り
、

風
力
発
電
は
、
北
か
ら
下
が
っ
て
来
て
い
る
中
、

農
業
者
は
土
地
を
守
る
事
が
大
事
で
あ
る
が
故
に

農
業
者
以
外
に
断
固
参
入
出
来
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
日
激
励
状
を
受
け
取
ら

れ
た
藤
山
大
貴
さ
ん
の
よ
う
な
後
継
者
が
育
つ
よ

う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
国
は
ス
マ
ー
ト
農
業

を
推
奨
、
推
進
し
て
い
る
が
機
械
化
が
進
め
ば
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
代
に
消
え
て
し
ま
い
儲
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
枝
幸
町
の
地
形
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
よ
り

も
労
働
力
の
確
保
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
個
々
の

組
合
員
の
土
地
条
件
を
勘
案
し
な
が
ら
補
助
事
業

の
活
用
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

山岸議長：就任挨拶



本
日
役
員
選
任
の
承
認
を
頂
き
ま
し
た
が
、
農

協
運
営
は
我
々
理
事
、
監
事
が
皆
様
に
指
摘
さ
れ

な
い
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の

皆
様
は
、
１
２
５
円
の
生
乳
価
格
と
な
る
時
代

で
す
。
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
の
乳
量
５
万
４
千
ト
ン
は
厳

し
い
目
標
数
量
で
す
が
、
生
乳
生
産
一
点
に
絞
っ

て
所
得
を
確
保
し
、
今
年
度
の
営
農
を
し
て
頂

き
た
い
と
述
べ
、
閉
会
の
挨
拶
と
し
た
。

祝辞：右から（武部代議士代読、寒澤秘書/三好道議／西岡振興局長代読、
大方地域産業担当部長/村上町長/ホクレン稚内近藤支所長）

閉会挨拶：向井地組合長

激
励
状
贈
呈
・
藤
山
大
貴
様

東野ひでき：ビデオメッセージ

本総会で役員選任案が承認されたことに伴い、総会終了後に行われた第４回理事会、監事会に

おいてそれぞれ組合長、代表監事が選任された。

以下、各委員等を報告致します。

代表理事組合長 向井地 信 之

理事（組合長代行）下 山 勲（総務委員長）

理事 小野寺 俊 一（業務委員長）

理事 吉 田 明 彦（営農生産委員長）

理事 小 林 政 夫（業務副委員長）

理事 筒 井 正 道（営農生産副委員長）

理事（学識経験） 浜 田 和 幸（参事兼務）

理事（信用担当） 竹 内 浩 文（金融共済部長兼務）

代表監事 平 田 勝一郎（員外監事）

監事 寺 前 吉 幸

総会後の理事会等終了後、2期6年に亘り、非常勤監

事として農協の監査業務を行って頂いた「福井金吾」

様の退任による慰労、送別会を町内の飲食店で行いま

した。

まず開催にあたり向井地組合長より「ありがとうご

ざいました。」と慰労の言葉が述べられました。

続いて職員から花束、役員親交会から餞別が送られ、

福井さまから「今後も健康に留意され活躍することを

祈念致します。」と、お礼のご挨拶を頂きました。

会食に入る前に長年一緒に業務を行って来ました平

田代表監事より思い出話を含めて乾杯の発声により会

を始めました。

福井金吾元監事、６年間大変お疲れさまでした。



令和７年５月２日

出席組合員：個人２２人

組合では、5月2日酪農振興センターで通常総会に向けての「組合員懇談会」を開催した。組合員22人が出

席し１０時30分より開始された。

まず、開会の挨拶で組合長は、本日は第１６回通常総会の議案の説明が主でそれに対して意見を伺いたいと

思いますと話された。

そして、今までにない酪農情勢でしたが、多少上向きの状況となってきて、生乳生産の抑制も解かれ、当組

合の枠は５４，０００トンあるのでどんどん搾って頂きたいと述べた。

組合決算は、繰越を含め２億５０００万円となっているのも酪農情勢の影響を受けずに組合の根幹がぶれて

いないことに感謝申し上げたい。

７年度のプール乳価は６月から１２２円６５銭になりますので１キロでも多く搾ることに心掛けて頂きたい

のと、１１月から次年度の乳量枠の議論が始まるので少しでも今年の枠に近づけて頂きたいと述べました。

組合運営は、この数年「節電・節水・節油」をスローガンに職員皆で取組んだ決算であることから給料の見

直しも新年度で対応させて頂きたいと述べ、議題の説明を事務局から行い、質疑ではＡコープの閉店の目途は

今年いっぱいとＡＴＭは、残す考えでいると返答した。要望の中では家畜伝染病の発生地区名の公表は今後行

うとし、家畜防疫対策課を新設したので迅速に対応していきたい。開業授精についての対応は、理事会で協議

での対応であり、両方の掛け持ちは対応できかねる。開業から農協に戻るとしても月単位ではなく年度単位で

の対応としたいが、農協授精師の人数にもよりますが今後離農が増えれば闇雲に授精師を増やすわけにも行か

ないことを理解していただきたい。今後も皆さんの意見も組み入れながら農協運営を行って参りますので宜し

くお願いしますと締めました。



５
月
１
日
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
青
年
部
役
員
７
人
は
、
酪

農
振
興
セ
ン
タ
ー
で
「
宗
谷
地
区
農
協
青
年
部
連
絡

協
議
会
会
長
渋
谷
成
実
氏
」
を
招
い
て
「
み
ん
な
で

学
ぼ
う
農
政
活
動
」
と
題
し
農
政
活
動
と
は
、
一
人

ひ
と
り
で
は
小
さ
い
組
合
員
の
声
を
集
約
し
、
理
解

者
を
広
げ
て
み
ん
な
の
声
に
し
、
政
治
の
場
に
届
け

て
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
発
展
を
目
指
す
政
治
活
動
の
こ
と

で
す
。
と
説
明
し
、
そ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
行
政

へ
の
理
解
醸
成
と
組
合
員
の
声
を
代
弁
す
る
議
員
を

支
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
話
し
た
。

ま
た
、
政
策
に
よ
る
支
援
の
重
要
性
は
、
組
合
員

と
の
対
話
を
通
じ
て
課
題
・
要
望
を
把
握
し
、
組
合

員
自
ら
の
「
自
助
」
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
等
を
通
じ
た

「
共
助
」
に
加
え
、
政
策
支
援
と
い
う
「
公
助
」
を

獲
得
す
る
こ
と
が
、
組
合
員
、
Ｊ
Ａ
双
方
の
経
営
の

安
定
を
図
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
強
く
説
明

さ
れ
た
。

他
に
参
議
院
選
挙
の
仕
組
み
な
ど
も
こ
の
学
習
会

を
通
し
て
再
度
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
道
青
協
、
Ｊ
Ａ

女
性
協
と
し
て
力
強
く
支
援
す
る
べ
く
単
協
・
地

区
・
道
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
ん
で
お
り
、
こ
の
日

応
援
動
画
を
撮
影
し
、
学
習
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

上のＱＲコード読

み込んでください。

青年部の下の応

援動画が見られ

ます。

５
月
８
日
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
女
性
部
員
10
人
は
、
酪
農

振
興
セ
ン
タ
ー
で
「
Ｊ
Ａ
宗
谷
地
区
女
性
協
議
会
会
長

柳
生
奈
津
美
氏
」
を
招
い
て
青
年
部
と
同
じ
く
「
み

ん
な
で
学
ぼ
う
農
政
活
動
」
と
題
し
農
政
活
動
に
つ

い
て
の
学
習
会
を
開
い
た
。

政
策
支
援
の
重
要
性
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
組

織
・
事
業
・
経
営
に
寄
与
す
る
予
算
・
税
制
等
の
支

援
措
置
も
継
続
的
な
農
政
活
動
の
展
開
が
あ
っ
て
こ

そ
維
持
・
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
と
話
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
農
政
活
動
強
化
に
向
け
て
の
農

政
運
動
の
目
的
は
、
「
農
政
（
農
業
・
農
村
・
農
協

政
策
）
」
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
声
を
反
映
さ
せ
て
課

題
解
決
を
図
る
こ
と
、
ま
た
農
政
を
決
定
す
る
政

府
・
与
党
の
中
に
、
農
業
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

へ
の
理
解
者
を
増
や
す
こ
と
が
農
政
運
動
の
強
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
参
議
院
選
の
仕
組
み
や
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
５

原
則
も
こ
の
学
習
会
を
通
し
て
再
度
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
道
青
協
、
Ｊ
Ａ

女
性
協
と
し
て
力
強
く
支
援
す
る
べ
く
単
協
・
地

区
・
道
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
ん
で
お
り
、
青
年
部

と
同
じ
く
応
援
動
画
を
撮
影
し
、
学
習
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

上のＱＲコード読

み込んでください。

女性部の下の応

援動画が見られ

ます。



【
決
議
事
項
】

⒈

改
選
に
伴
う
役
員
候
補
者
に
つ
い
て

⒉

職
員
就
業
規
則
・
準
職
員
就
業
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

⒊

人
事
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

⒋

育
児
及
び
介
護
休
業
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

⒌

定
年
退
職
者
再
雇
用
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

⒍

出
資
金
持
分
譲
渡
の
承
認
に
つ
い
て

⒎

令
和
7
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

⒏

第
5
次
中
期
5
ヶ
年
経
営
計
画
に
つ
い
て

⒐

総
合
農
協
監
督
指
針
の
改
正
に
伴
う
「
３
つ
の
方
針
」

へ
の
対
応
に
つ
い
て

⒑

第
1
6
回
通
常
総
会
及
び
組
合
員
懇
談
会
の
日
程
に
つ
い
て

⒒

貸
出
条
件
緩
和
債
権
基
準
金
利
の
設
定
に
つ
い
て

⒓

理
事
に
対
す
る
短
期
資
金
の
貸
付
条
件
に
係
る
変
更
に
つ
い
て

⒔

令
和
7
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

⒕

令
和
7
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

設
定
に
つ
い
て

⒖

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

⒗

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
に
お
け
る
取
締
役
候
補
者
の

決
定
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

監
事
に
よ
る
資
産
査
定
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

資
産
査
定
結
果
及
び
引
当
金
に
つ
い
て

⒉

「
J
A
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢
構
築
に
係
る
指
針
」

の
変
更
に
つ
い
て

⒊

令
和
6
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
践
状
況
報
告
に
つ
い
て

⒋

令
和
6
年
度
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
状
況
の
総
括
に
つ
い
て

⒌

令
和
6
年
度
年
間
経
営
定
期
点
検
実
施
報
告
に
つ
い
て

⒍

2
月
末
乳
質
状
況
及
び
生
乳
受
託
販
売
実
績
に
つ
い
て

⒎

農
地
・
育
成
就
労
・
就
農
対
策
支
援
室
か
ら
の
現
状

報
告
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

⒈

任
意
積
立
金
（
経
営
・
金
融
基
盤
強
化
積
立
金
）
の

変
更
に
つ
い
て

⒉

出
資
配
当
及
び
事
業
分
量
配
当
の
基
準
に
つ
い
て

⒊

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
（
自
動
検
針
装
置
）
の
取
付
日
程
に
つ
い
て

第2回理事会 開催日：令和7年4月11日

第1回理事会 開催日：令和7年3月26日



第3回理事会 開催日：令和7年4月23日

【
決
議
事
項
】

⒈

決
算
関
係
書
類
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
及
び

事
業
別
明
細
に
つ
い
て

⒉

賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

⒊

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

⒋

退
任
監
事
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

⒌

労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
６
年
度
徴
収
・納

付
状
況
に
つ
い
て

⒍

第
１
６
回
通
常
総
会
の
招
集
及
び
議
案
並
び
に

総
会
参
考
書
類
に
つ
い
て

⒎

総
会
議
決
権
行
使
書
面
の
取
扱
い
に
つ
い
て

⒏

令
和
７
年
度
営
農
計
画
の
変
更
承
認
に
つ
い
て

⒐

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

決
算
監
事
監
査
報
告
に
つ
い
て

⒉

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

総
会
時
に
お
い
て
の
激
励
状
の
贈
呈
に
つ
い
て

⒉

総
会
提
出
報
告
事
項
に
つ
い
て

⒊

組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

⒋

３
月
末
ク
ミ
カ
ン
実
績
報
告
に
つ
い
て

⒌

大
口
（
3
0
0
0
万
円
超
）
信
用
供
与
先
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

⒍

令
和
6
年
度
自
己
資
本
比
率
の
算
出
結
果
に
つ
い
て

⒎

令
和
6
年
度
貸
出
条
件
緩
和
債
権
の
判
定
結
果
に
つ
い
て

⒏

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
取
締
役
の
選
任
就
任報

告
に
つ
い
て

⒐

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
決
算
及
び
剰
余
金
処
分

報
告
に
つ
い
て

⒑

3
月
末
各
部
署
取
扱
高
及
び
実
績
報
告
に
つ
い
て

⒒

貸
付
金
実
行
報
告
に
つ
い
て

氏 名：ガルシア アランビデ ホセ アンドレス

年 齢：２２歳

出 身 地：メキシコ

最終学歴：北海道日本語学院札幌本校

配属部署：管理部 管理課（日本語能力試験：Ｎ３）

この度、日本で働く事を決意し縁があり４月よりJA宗谷

南に勤める事となりました。日本で働くのは初めてで不安

も沢山ありますが、分からないことを一つずつ確実に覚え

ていき、一日も早くこの町に馴染みJA宗谷南の職員とし

て、資格を活かしながら皆さんの力になれるよう頑張って

行きますので、ご指導よろしくお願い致します。

呼び名は、ガルシアと呼んで下さい。

就労ビザとは、外国人が日本で就労（仕事）するために必要な在留資格（日本での在留を許可する資格）の通称です。

この在留資格によって、就労できる範囲が決まります。ガルシア君の資格は「技術・人文知識・国際業務」と言う

在留資格で、通称「技人国ビザ」と呼ばれ、外国人が大学などで学んだ知識や実務経験を活かして日本の企業で働くため

の在留資格を取得しています。現在、ＡＹＮＩにいる外国人在留資格は「特定技能ビザ」もしくは「技能実習ビザ」で日

本に在留しています。



枝幸４Ｈクラブは、４月４日酪農振興センター会議室で、
通常総会を開いた。会員１０人の出席により議案第１号
の６年度の活動報告・収支決算報告が承認された。第２
号議案については、クラブの活動縮小に係る規約改正つ
いても承認され、会は休会制限扱いとし議案第３号役員
改選で高橋真彰会長のみ選出した。

枝幸町広域協定運営委員会は、４月７日JA宗谷南会議室
で地区代表者会議を開催した。各協議会会長９人と青年
部、女性部の部長合わせて１１人の出席により第１・２
号の議案は６年度事業報告と収支報告が説明され、第
３・４号の議案は７年度の事業計画と収支予算に賛成さ
れた。ほかに機械使用料・旅費・日当単価について再確
認され代表者会議を終了した。

㈱アグリサポート枝幸は、４月１８日JA宗谷南会議室で
第１５期定時株主総会を開催した。株主総数１１名に対
し委任状含む１１名が出席し、決議事項１号から４号ま
で満場意義無く賛成され原案通り承認された。向井地社
長は、何とか今期黒字となったが、ファームＡＹＮＩは
大変厳しい状況には変わりない。乳量の増産を図りなが
ら進めて参りたいと株主に説明した。

宗谷南乳牛検定組合は、４月２４日酪農振興センター会
議室で第１４回定期総会を開催した。本人出席１４人、
委任状２３人合わせて３７人が出席し、議案第１号から
５号議案まで満場意義無く賛成された。なお第４号、規
約の一部変更については、乳検加入戸数の減少に伴い理
事定数の改定案が提案され承認されたことに伴い第５号
で理事４名監事２名が選出された。
終了後の役員会で新組合長に高橋慶大氏が新任された。

宗谷南酪農ヘルパー組合は、４月２４日酪農振興セン
ター会議室で第１５回定期総会を開催した。第１号議案
６年度事業、決算報告が承認され、第２号議案の７年度
事業、予算計画も承認された。第３号議案の役員の改選
が行われ９人が選出された。
また、総会席上で２名の専任ヘルパー職員を紹介しまし
た。
終了後の役員会で新組合長に真壁哲也氏が再任された。

宗谷南乳質改善協議会は、５月１９日酪農振興センター
会議室で第１７回代議員総会を開催した。本人,委任状合
わせて10人が出席し、議案第１号から議案第6号の役員
改選まで全会一致で承認された。役員改選は、監事1名
以外は再任となった。また、良質乳奨励金合計は、
8,816,422円となり、各自クミカン等に支払う事となっ
た。山﨑紀幸氏が良質乳出荷の最高位となった。

中山間枝幸集落では、５月３０日酪農振興センター会議
室で中山間地域直接支払制度第5期全体会議を開催した。
協定参加者９４人のうち、本人、書面合わせて６８人の
出席により、開始された。議案審議の前に北海道産業貢
献賞受賞の報告が事務局よりされ、議案第１号の事業報
告、収支決算から第２号の６期への繰越金の説明、第３
号の役員選考方法についてすべて承認された。
閉会にあたり下山代表は、５期中山間枝幸集落について
協力いただいたお礼と第６期に向けても今まで以上の協
力よろしくお願いしますと、締めました。



5
月
16
日
、
枝
幸
町
旧
共
進
会
場
に
て
第

１
回
枝
幸
デ
イ
リ
ー
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
し
た
幼
稚
園
児
と
小
学
生
33
人
は
、

牧
草
ロ
ー
ル
ア
ー
ト
や
ト
ラ
ク
タ
ー
試
乗
体

験
、
子
牛
へ
の
哺
乳
体
験
、
ベ
ビ
ー
シ
ョ
ウ

の
見
学
な
ど
多
く
の
催
し
を
楽
し
ん
だ
。

食
農
教
育
を
通
じ
て
酪
農
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
開
い
た
。
子
供
た
ち
は
子
牛

に
触
り
な
が
ら
「
か
わ
い
い
」
を
連
発
。
哺

乳
の
際
に
は
我
先
に
と
哺
乳
瓶
を
持
ち
、
吸

う
力
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ

ク
タ
ー
の
運
転
席
に
乗
っ
て
高
さ
に
驚
い
た

り
ベ
ビ
ー
シ
ョ
ウ
で
は
一
緒
に
手
綱
を
引
い

て
場
内
を
回
る
子
も
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
昨
年
実
行
委
員
会
が
発
足

さ
れ
実
施
の
方
向
で
進
ん
で
い
ま
し
た
が
降

雨
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が

今
年
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
実
施
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

関
口
実
行
委
員
長
は
、
楽
し
そ
う
な
子
供

た
ち
の
顔
を
見
な
が
ら
、
「
酪
農
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
に
も
こ
の
先
、
継
続
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

令和７年度 宗谷地区農協

監事夏期研修会
宗谷地区３JAの監事等は、５月２８日当JAの

酪農振興センターで中央会旭川支所主催による夏

期研修会を開催した。

当日、JA北宗谷から５人、東宗谷から３人、

宗谷南から２人の合わせて１０名の監事（内部監

査室１人含む）らが集まり研修しました。

この研修会は、各JA回り番となっており今回

は、当組合が当番となっている事から管理部長、

管理課長が【研修Ⅰ】の当組合の概要等を説明し

ました。【研修Ⅱ】農政活動について【研修Ⅲ】

管内の決算概要と監事の権限・義務について【研

修Ⅳ】では昨今の信用事業に係る不祥事に対する

意見交換で研修会を締めくくりました。

寺前監事：手前右 平田代監：右端

６月１１日、本号の新採用職員で紹介しました「ガルシア」君の日本での母校「北海道日本語学院

札幌本校」へ表敬訪問に行って参りました。現在在校生

この札幌本校とは、令和４年に当組合と連携協定を締結した経緯があり、農業に関心ある外国人を

優先的に呼込み、紹介等を介する契約を結びました。

そのような経緯があり現在町内の牧場でも働いておりますが、「ガルシア」君は、優秀な知識も持

ち合わせていることから職員として採用に至りました。学校を訪問すると先生等から「性格が優し

く寂しがり屋だから心配」と言う声も聴きましたが、「大丈夫ですよ、心配しないで」と言ってき

ました。

授業風景



４
月
16
日
～
18
日
の
3
日
間
、
旭
川

厚
生
病
院
に
よ
る
巡
回
ド
ッ
ク
検
診
が

今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
診
者
は
、
組
合
員
・
職
員

合
わ
せ
て
２
２
６
名
が
受
診
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
よ
り
約
10
％
ほ
ど
受
診
者
数

が
増
え
関
心
の
高
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。検

診
結
果
は
す
で
に
お
手
元
に
送
ら

れ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
し
か

し
「
要
精
密
検
査
」
と
な
っ
て
い
る
方

で
、
ま
だ
未
受
診
の
方
は
、
早
急
に
受

診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見
は
非
常
に
重
要
な

事
で
す
の
で
精
密
検
査
の
対
象
の
方
、

最
近
調
子
が
思
わ
し
く
な
い
と
感
じ
て

い
る
方
、
健
康
な
く
し
て
営
農
継
続
は

不
可
能
で
す
の
で
病
院
の
受
診
を
勧
奨

致
し
ま
す
。

な
お
、
厚
生
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
管
理
課
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

ガルシア職員の母校「日本語学院札幌本校」

６月１１日、本号の新採用職員で紹介しました「ガルシア」君の日本での母校「北海道日本語学院

札幌本校」へ表敬訪問に行って参りました。現在在校生145名、最大受入時17５名だそうです。

この札幌本校とは、令和４年に当組合と連携協定を締結した経緯があり、農業に関心ある外国人を

優先的に呼込み、紹介等を介する契約を結びました。

そのような経緯があり現在町内の牧場でも働いておりますが、「ガルシア」君は、優秀な知識も持

ち合わせていることから職員として採用に至りました。学校を訪問すると先生等から「性格が優し

く寂しがり屋だから心配」と言う声も聴きましたが、「大丈夫ですよ、心配しないで」と言ってき

ました。

授業風景 担任の山田先生 中国の友人たち 求人募集 臨時講師

５月２８日、枝幸町公共育成牧場で

は、今年度の一斉入牧を行った。

若手酪農家、町職員、アグリ職員、JA

職員等で作業に当たり入牧頭数は１

１戸１５３頭が預託されました。

また、入牧の前に舎飼い飼育されて

いた３１４頭が先に放牧場に移動され、

合わせて４６７頭が広々とした鮮やか

な緑のじゅうたんへと放たれた。秋に

はストレスに解放されたこの牛たちが、

妊娠牛となって100㌔ほど体重が増

え実家に戻り、母牛となり牛乳を沢山

出してくれることでしょう。

お手伝いされた皆様、大変お疲れさ

までした！



当ＪＡ定款規定により、組合員加入申し込み時の提出書類事項に変更があった場合や、組合員資格に変動等があっ

た場合は、その旨を届けてもらうことになっています。

つきましては、組合員資格・氏名・住所・電話番号等の届け出事項に変更・修正があった場合は、当ＪＡ本・支所

窓口へのお申し出いただきますようお願い致します。

〔当組合員の組合員資格〕

１ 正組合員資格

（1）５ヘクタール以上の土地を耕作する農業を営む個人であって、その住所又はその経営に係る土地若しくは施

設がこの組合の地区内にあるもの

（2）１年のうち１５０日以上農業に従事する個人であって、その住所又はその従事する農業に係る土地又は施設

がこの組合の地区内にあるもの

（3）農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が３００人を超え、かつその資本の額又は出資の総額が３億

円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地がこの組合の地区内にあるもの

２ 准組合員資格

（1）この組合の地区内に住所を有する個人で、この組合の事業を利用することが適当と認められるもの

（2）この組合から事業に係る物資の供給又は役務の提供を継続して受けているこの組合の地区内に勤務地を有す

る個人であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの

（3）この組合から事業に係る物資の供給又は役務の提供を継続して受けているこの組合の地区外に住所を有する

個人であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの

（4）農業組合法人等この組合の地区内に住所を有する者が主たる構成員となっている団体で協同組織のもとに当

該構成員の共同の利益を増進することを目的とするものその他この組合又はこの組合の地区内に住所を有す

る者 が主たる構成員又は出資者となっている団体であって、この組合の施設を利用することが適当である

と認められるもの

※当組合の目的地区は、北海道枝幸郡枝幸町一円の区域とする。

当組合では、職員のスキルアップを図るべく毎年資格試験受験

の奨励を行っています。

下記については、合格者は重複しますが、下記中にある「特級」

及び「内部監査士」の合格率は、非常に低いものとなっております。

初級 中級 上級 特級 内部監査士

合格者 ３０名 2４名 2１名 １名 ４名

取得率 ８１％ ６５％ ５７％ ３％ １１％



山の中の一本桜、さて何処かな？

５月１２日撮影

ある自宅の庭が奇麗でしたので、さて何処かな？

５月３１日撮影

東野ひでき 北海道総決起大会
令和７年６月１２日：ホテルポールスター札幌

《参院選出馬の東野氏激励支援者１千人集結》

当町より、決起大会に役員５名、女性部４名、一般支援者６名、職員３名にて参加して来ました。

７月３日公示、７月２０日投開票と決まりそうですが、１７日間の選挙戦の火ぶたがきられよう

としております。ご自分の声を国政に届けましょう。

主催者挨拶：東野ひで

き北海道後援会

向井地信之会長

情勢報告：全国農業者

農政運動組織連盟

金井健副会長

応援演説：全国農業協

同組合中央会

山野徹会長

応援演説：福岡県農業

協同組合中央会

乗富幸雄会長

応援演説：和歌山県農

業協同組合中央会

坂東紀好会長

応援演説：北海道農民

連盟

山口浩幸書記長

決意表明：全国農業者

農政運動組織連盟

東野秀樹顧問（本人）

締め：JA北海道女性協

議会（折鶴贈呈）

佐藤美登子会長

青年部は頑張ろう三唱


